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１．研究計画の概要
本研究の目的は、社会系教科教育の新たな

改革の方向を探るため、ドイツの中等教育段
階（前期中等教育段階・後期中等教育段階）
における社会系教科目の主要な学力像を究
明することである。

そのために本研究では、インプットとして
どのような内容を習得させようと目指して
いるかという視点だけでなく、アウトプット
として何ができることを学習者に対して求
めているかという視点を重視する。
前期中等社会系教科目の学力像を究明す

るための主な分析対象は、各教科目の関連学
会等による教育スタンダード、各州のレアプ
ランなどである。後期中等社会系教科目の学
力像を究明するための主な分析対象は、文部
大臣会議(KMK)によるアビトゥーア試験統
一基準、各州のレアプランなどである。本研
究では、これらの分析を行い、ドイツの前期
中等教育段階と後期中等教育段階における
社会系教科目の学力像の特質や意義また課
題を追究する。
本研究の開始に先立ち、既に平成 19 年度

にドイツ地理学会による地理科の教育スタ
ンダードを分析し、前期中等地理教育におけ
る主要な学力像について考察している。そこ
で、前期中等社会系教科目の学力像について
は歴・公の場合を中心に主として平成 20～21
年度に取り組むこととする。それらの考察結
果を踏まえ、後期中等社会系教科目の学力像
については主として平成 22～24 年度に取り
組むこととする。

２．研究の進捗状況
(１)前期中等社会系教科目の学力像の考察

前期中等社会系教科目の学力像について
は、主として平成 20～21 年度に取り組んだ。
平成 20 年度にはドイツ歴史教師協会によ

る歴史科の教育スタンダードなどを分析し、
前期中等歴史教育における主要な学力像に
ついて明らかにした（雑誌論文④、学会発表
⑤）。また、平成 21 年度にはドイツ経済教育
学会による経済教育の教育スタンダードな
どを分析し、初等・前期中等経済教育におけ
る主要な学力像について明らかにした（雑誌
論文③、学会発表④）。

なお、ドイツ地理教育学会の教育スタンダ
ードに新たに課題例が付加されたことから、
平成 22 年度にこの教育スタンダードの補足
考察を行い、前期中等地理教育における主要
な学力像について再検討した（学会発表②）。
(２)後期中等社会系教科目の学力像の考察
後期中等社会系教科目の学力像について

は、主として平成 22 年度から取り組んでい
る。

平成 22 年度には地理科のアビトゥーア試
験統一基準などを分析し、後期中等地理教育
における主要な学力像について明らかにし
た（雑誌論文①、学会発表①）。また、この
考察結果、及び、前期中等地理教育における
主要な学力像に関する平成 19・22 年度の考
察結果に基づき、前期後期中等地理教育にお
ける学力像について検討を行った。

なお、後期中等社会系教科目の学力像の考
察を準備するため、平成 21～22 年度にはザ
クセン州職業ギムナジウムにおけるカリキ
ュラム改革の分析検討を行った（雑誌論文②、
学会発表③）。その成果を踏まえ、平成 23～
24 年度には後期中等歴史教育と後期中等公
民教育における主要な学力像の考察を行う
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予定である。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
（理由）
当初の研究計画に基づき、平成 20～21 年

度の２カ年において、前期中等教育段階の歴
史教育と公民教育(経済教育)における学力像
の考察を行い、さらに平成 22 年から、後期
中等教育段階の社会系教科教育における学
力像の考察を本格的に開始することができ
た。
また、前期中等教育段階の地理教育におけ

る学力像についても、本研究開始前の平成 19
年度の考察結果を踏まえて補足考察を行う
ことができた。後期中等教育段階における社
会系教科教育の学力像の考察を準備するた
め、ザクセン州でのカリキュラム改革につい
ても分析検討を行うことができた。

各年度における考察の主要な成果につい
ては雑誌論文や学会発表において逐次報告
してきている。

４．今後の研究の推進方策
現時点において研究計画を変更すること

は考えていない。当初の研究計画に沿って、
今後２カ年の研究を遂行する。
今後２カ年の主要課題は、後期中等教育段

階における歴史教育の学力像と公民教育の
学力像を明らかにすることである。平成 23
年度には後期中等歴史教育の学力像につい
て考察し、平成 24 年度には後期中等公民教
育の学力像について考察する予定である。
なお、今後、これまでの成果を踏まえ、個

別の段階・教科目のレベルとともに、段階間
のレベルや教科目間のレベルにも視野をひ
ろげ、考察をすすめていく必要があると考え
ている。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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